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第  298  号

発 行　 黒 野 自 治 会 連 合 会

印 刷　 ヨ ツ ハ シ 株 式 会 社

　

黒
野
校
区
の
皆

様
に
は
、
平
素
よ

り
自
治
会
の
活
動

に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
影
響
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延

は
世
界
中
で「
有
事
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
大

き
な
問
題
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
す
べ
て
が
、「
コ
ロ

ナ
対
策
」に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
三

密
を
避
け
る
・
手
指
の
消
毒
を
徹
底
す
る
・

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
・
不
要
の
外
出
、
大

人
数
で
の
会
食
を
し
な
い
」
等
々
、
予
防

に
努
め
て
き
た
の
で
す
が
、
感
染
の
勢
い

は
止
ま
り
ま
せ
ん
。「
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
」

「
コ
ロ
ナ
疲
れ
」で
、
心
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
、
こ
の
五
月
か
ら
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
始
ま
り
、一
回
・
二
回
と
ス
ム
ー

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
会
長
　
西
　
垣
　
　
　
薫

安
心
で
安
全
な
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

ズ
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
少
し
希
望
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
自
治
会
活
動
も
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
会
議
や
活
動
が
延
期
・
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
皆
様
に
は
そ
の
都
度
の
対

応
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
黒
野
校
区
で
は
、
東
海
環
状
自
動
車

道
の
整
備
工
事
が
順
調
に
進
み
、
御
望
山

ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
も
始
ま
り
ま
し

た
。
関
連
す
る
道
路
、
橋
も
完
成
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
科
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
の
計
画
・
整
備
も
進
み
つ
つ
あ
り
、

当
地
区
西
側
、
黒
野
北
団
地
再
整
備
に
向

け
て
の
測
量
も
終
わ
っ
た
状
況
に
あ
り
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
新
し
い
計
画
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も

早
い
収
束
を
願
い
、
安
心
・
安
全
で
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

躍進する岐阜市の北玄関口
地域住民の期待を担って!

御望山トンネル西坑口着手

正木大橋（仮称）　共和町遊水池付近 大学北大橋から岐阜市中央部へ（常磐方面） 東海環状道（仮称）岐阜インター西　洞付近橋脚群

岐阜大学病院線（折立付近）



第 298 号 令和3年7月10日　（2）く　ろ　の　広　報

黒
野
自
治
会
連
合
会
役
員

令
和
3
年
度

会
　
長	

西
垣　
　

薫（
御　

望
）

副
会
長	

堀
田　

啓
二（
下
鵜
飼
）

副
会
長	

神
山　

富
雄（
共
和
町
）

副
会
長	

白
木　

義
高（
下
鵜
飼
）

理
　
事	

岩
本　

和
仁（
西　

畑
）

理
　
事	

武
山　

繁
紀（
栄　

町
）

理
　
事	

河
口　

耕
三（
今　

川
）

理
　
事	

石
榑　

龍
治（
古
市
場
）

監
　
事	

近
藤　

義
秋（
三
ツ
又
）

監
　
事	

島
部　

元
夫（
新　

道
）

会
　
計	

池
本　

孝
夫（
多
賀
町
）

事
務
局
長 

澤
島　

勝
美（
古　

町
）

事
務
局
次
長 

小
島　

清
之（
東
下
町
）

社
協
主
事 

田
口　

勝
廣（
南　

町
）

黒野城跡に
大看板お目見え

　この程黒野城跡南土塁面に、「黒野
城跡」の大看板が設置された。これは、
黒野城跡の南にあった企業が移転し、
県道屋井線からの土塁展望が良くなっ
たのを機に、「黒野城と加藤貞泰公研
究会」（会長河口耕三）の有志が土塁面
の除草、樹木伐採、看板の基礎工事等
約1ヶ月かけて行いました。
　看板は縦2.5m横1.8mで製作は業者
に依頼、設置認可を岐阜市公園課、文
化財保護課に提出、JAぎふ「地域活動
支援基金」を元に6月13日に完成させ、
地元関係者により除幕式を行いました。
　「この看板により、多くの人が黒野
城跡を訪れていただくと有難い」と河
口会長は話しました。

令和3年度 黒野地域（中ブロック）
自主防災訓練を実施します。

◦日　　時	 令和3年10月24日（日）　午前8:00から
◦場　　所	 黒野災害指定避難所（黒野小学校体育館）
◦参 加 者	 黒野地域中ブロック町内の自治会長、自主防災総代、関係役員

	 ［栄町、洞、交人、今川、古市場、新道 
末広町、西ヶ丘、黒野コ－ポ、西畑 ］（10町内）

◦訓練項目	 コロナ禍における避難所開設訓練他机上訓練
 ※一般住民参加の訓練は､ 行いません。

黒野の人口構成を調べてみました

令和２年度　黒野地域（東ブロック）避難所訓練 

　令和３年４月１日現在岐阜市ホ－ムペ－ジより

総 人 口 11,557人

世帯平均人数 2.08人

平均年齢 49.26歳

年少人口
（0～14歳） 1,061人

生産人口
（15～64歳） 6,625人

老年人口
（65歳以上） 3,871人
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敬老祝賀会（9月20日）は、開催致しません。 黒野校区市民運動会（10月3日）は、開催致しません。



（3）　令和3年7月10日 第 38 号く ろ の 社 協 だ よ り

第  38  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

①
人
と
の
距
離
の
確
保

・
対
人
距
離
は
原
則
２
ｍ（
最
低
で
も
１
ｍ
）を
確
保
で
き
る
よ
う
な

　
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
や
座
席
配
置
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

・
会
話
を
す
る
際
は
、
向
き
合
わ
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ス
ク
の
着
用

・
活
動
中
は（
症
状
が
無
く
て
も
）マ
ス
ク
の
着
用
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
着
用
中
は
表
面
部
分
を
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
手
洗
い
、
手
指
の
消
毒
、
共
用
部
分
の
消
毒

・
石
鹸
で
の
手
洗
い
と
ア
ル
コ
ー
ル
等
で
の
手
洗
い
消

毒
を
周
知
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
オ
ル
の
共
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
共
用
部
分
の
消
毒
の
徹
底

・
複
数
の
人
が
触
れ
る
部
分
は
、
定
期
的
な
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
体
調
管
理
の
徹
底

・
参
加
者
へ
の
事
前
周
知

・
当
日
の
健
康
管
理（
体
温
の
測
定
や
連
絡
先
記
入
の
協

力
）を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
室
内
で
の
継
続
的
な
換
気

・
窓
を
開
け
た
り
、
換
気
扇
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
飲
食
を
伴
う
活
動
に
つ
い
て

・
食
事
は
控
え
、飲
み
物
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
個
別
包
装
さ
れ
た
も
の
を
用
意
。

・
飲
む
と
き
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
対
面
と
な
ら
な
い
よ
う
な
座
席
配
置
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

国際会議場大ホールにて、岐阜市社会福祉協議会の
支部長・主事会議に出席しました。コロナ禍、感染
予防対策を万全にしての会議でした。

With コロナWith コロナ を踏まえたを踏まえた
地域活動を行うために!!地域活動を行うために!!

手洗い、消毒、換気、3つの密を避ける、の徹底を。



第 15 号 令和3年7月10日　（4）く ろ の ま ち 協 だ よ り

第  15  号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
勢
い
が
衰
え

を
見
せ
ず
全
委
員
が
出
席
す
る
総
会
を
今

年
も
見
合
わ
せ
書
面
評
決
と
な
り
ま
し

た
。
ほ
ぼ
全
委
員
か
ら
議
案
に
賛
成
す
る

返
信
を
頂
き
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
承
認
を
受
け
た
令
和
３
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
】

・
夜
間
青
パ
ト
巡
回
活
動
の
継
続

・
自
治
会
連
合
会
の
自
主
防
災
訓

練
に
参
加

・
被
災
体
験
等
の
講
演
会
開
催（
11
月
）

【
福
祉
・
教
育
部
会
】

・
高
齢
者
見
守
り（
マ
ッ
プ
作
り
と

救
急
キ
ッ
ト
の
配
布
）拡
充

・
高
齢
者
介
護
・
認
知
症
予
防
教

室
の
開
催

・「
夕
涼
み
会
」運
営
に
参
画
し
協
力

【
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
】

・
黒
野
出
身
の
偉
人
「
郷
純
造
・
誠

之
助
」生
誕
地
案
内
板
設
置
協
力

・
第
７
回　

黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会

・
第
７
回　

黒
野
歴
史
探
訪

 
（
御
望
地
区
３
月
）

【
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
部
会
】

・
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
や
整

備
を
検
討
し
、
岐
阜
市
と
協
働

に
よ
り
推
進
す
る
。

尚
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を

注
視
し
て
事
業
を
推
進
す
る
。

　

次
の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。（
※
印
は
新
任
で
す
）

会　
　
長　
　

西
垣　
　

薫

（
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備
部
会
長
）

副
会
長　
　

堀
田　

啓
二

（
福
祉
・
教
育
部
会
長
）

副
会
長　
　

神
山　

富
雄

（
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
長
）

　
副
会
長　
　

白
木　

義
高

（
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
長
）

副
会
長　
　

黒
田
富
貴
子

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
開
催

今
年
も
書
面
評
決
に
よ
り
開
催

副
会
長　
　

市
川　

妙
子

　
　

〃　
　
　

河
口　

耕
三

　
　

〃　
　
　

笹
田　

良
司

※　

〃　
　
　

中
尾　

光
子

※　

〃　
　
　

川
脇　

秀
樹

会　
　
計　
　

池
本　

孝
夫

監　
　
事　
　

松
井　

直
樹

※　

〃　
　
　

近
藤　

義
秋

副
部
会
長　
　

澤
島　

勝
美

　

〃　
　
　

田
口　

勝
廣

事
務
局
長　
　

玉
木　

政
芳

※
事
務
次
長　
　

岩
本　

修
治

　黒野のホームページ「黒野まちづくり」を開設して6年になります。3ケ月毎に運営委員会をもって、内容の充実を
図ってきました。新型コロナウイルス問題で、各種行事が中止されることにより発信が減少していますが、まだ見て
いない人、以前に見た人もこの機会に見てみてください。QRコードを付けました。スマホからもお願いします。

・公式の黒野の情報

・各種団体の紹介

・各種団体からの
　お知らせ

・各種団体からの行
事についての記事

・黒野に住んでいる
人を対象に情報発
信しています

・黒野内外を問わず、黒
野の魅力を発信します

・黒野の行事・景色・楽
しめる情報を発信して
います

「黒野まちづくり」 ブログ「黒野日記」 フェイスブック「くろのなう」

郷 純造・誠之助生誕地案内板が設置されました。
　現在放送中のNHK大河ドラマの主役で「日本資本主義の父」渋沢栄一を明
治政府の大隈重信に登用を薦めたのは黒野出身の官僚・郷純造です。また、
その息子で黒野出身の郷誠之助は、渋沢栄
一を継ぎ日本経済界の世話役として活躍し
ました。明治から昭和初期の日本経済界に
大きな足跡を残した二人の生誕地である黒
野に案内板が設置されました。

（ハイショップふじたさんのすぐ南です）


